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研究成果の概要（和文）：本研究では，内定者を起点とした入職後に至るまでの縦断調査を行うことを通じて，
大学生のインターンシップの有効性について検討を行った。インターンシップ経験におけるプロアクティブ行動
のうち，組織文化理解に関する情報探索行動は，入職後の情緒的コミットメントを始めとする適応指標にポジテ
ィブな影響を与えていることが明らかになった。また，これらの効果を得るための前提条件として，インターン
シップの経験に「就業体験」が含まれていることが重要であることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study examined the effect of internships in Japan for university 
students through a longitudinal study from those who received job offers to enter the workplace. 
Among the proactive behaviors in the internship experience, information-seeking behavior related to 
understanding the organizational culture was found to have a positive effect on adjustment 
indicators, including commitment, after employment. In addition, it was shown that it is important 
for the internship experience to include "work experience".

研究分野：キャリア教育，職業心理学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果は，円滑な就職がゴールとして設定されていることが多いインターンシップ研究を一歩進めるだ
けでなく，組織社会化研究に対しても予期的社会化という点で有益な示唆を提供するものであった。
　また，これらの成果は効果的なインターンシッププログラムを提供する上での知見としても有効であり，価値
あるものであった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 大学でのインターンシップは当時三省合意の改正前であり，多様な内容のものが総じて「イン
ターンシップ」と称されていた時期であった。日数についても，1日程度の会社説明会に過ぎな
いような内容のものですら「インターンシップ」と呼ばれ，この多様性が問題ともされていた時
期であった。また，当時よりインターンシップ研究のゴールが「円滑な就職」として設定されて
いることが多く（例えば高良・金城, 2001; 平尾, 2011; 亀野, 2011など），職業生活への参入後
に対してどのような影響を及ぼすのかという点については，十分に検討されてこなかった。 
 一方で職業生活への参入後については，経営学領域を中心として組織社会化の観点からの研
究が行われている。組織社会化とは，「組織への参入者が組織の一員となるために，組織の規範・
価値・行動様式を受け入れ，職務遂行に必要な技能を習得し，組織に適応していく過程」と定義
される（高橋, 1993）。組織社会化研究では，組織参入時点の前後で組織社会化を分類すること
ができ，組織に参入する前の社会化を「予期的社会化」，組織参入の時点から始まる社会化を「組
織内社会化」と分類している（高橋, 2002）。インターンシップは予期的社会化に影響を与え，
組織参入にポジティブな影響を与えることが指摘されている（Feldman & Weitz, 1990; 
Narayanan, Olk, and Fukami, 2010 など）。予期的社会化については Realistic Job Preview
（Wanous, 1992など）を中心とした研究が有名であるが，インターンシップを予期的社会化の
観点から捉えた研究は，日本では皆無である。つまり，インターンシップ研究を組織社会化の観
点から捉えることは，職業生活への参入後について考慮することに繋がる。また，多様なインタ
ーンシップにおけるそれぞれの有効性を，職業生活への参入後という観点から整理する際の理
論的な枠組みを提供してくれるものであった。 
 
２．研究の目的 
 以上の点を踏まえ，本研究では大学生活から職業生活への参入後までを視野に入れ，大学時代
のインターンシップ経験が就職後の企業での組織内社会化に対してどのような点で有効なのか
を，追跡調査から明らかにすることを目的とした。そして検討にあたっては，インターンシップ
と組織内社会化に関わりうる概念としてプロアクティブ行動に着目した。プロアクティブ行動
とは「個人が自分自身や環境に影響を及ぼすような先見的な行動であり，未来志向で変革志向の
行動」と定義されている（Grant & Ashford, 2008）。これは，これまでの組織社会化研究では環
境から影響を受ける受動的な存在という前提で考えられてきた個人を，環境に働きかける主体
的な存在として捉えなおしたものであり（尾形, 2016），個人の組織に対する主体的な働きかけ
に関する行動全般を指している。 
プロアクティブ行動それ自体は職場適応に関わる行動であるが，それらは在学中のインター
ンシップでも経験しうる行動であることが考えられる。当然，そこで経験できる職務内容には限
度がある。しかし，インターンシップを経験した企業と入職後の企業が異なっていたとしても，
プロアクティブ行動それ自体に汎用性があるとするならば，インターンシップの有効性を職業
生活への参入後という観点から可能となる。 
 
３．研究の方法 
 上記の問い・目的を達成するために，本研究ではインターンシップ経験を有する大学生を対象
に，入職後に至るまでの追跡調査を実施した。これを軸として，インターンシップ経験の有無に
よる新入社員の比較や，人事担当者・新入社員を対象としたヒアリング調査を合わせて実施した。
追跡調査では，1 時点目では 620 名，2 時点目では 192 名がこれに参加し，115 名が主たる分析
の対象となった。 
 
４．研究成果 
 一連の研究を通じて，10編の論文刊行，8件の学会発表を行うことができた。また，このうち
1件の学会発表については，大会優秀発表賞を受賞した。 
それらの成果を整理すると，以下の通りとなる。まず，追跡調査に基づく成果についてである。
ここでは，インターンシップ経験におけるプロアクティブ行動は，入職後の適応指標に対してポ
ジティブな影響を及ぼすだろうという仮説のもと，分析を行った。分析の結果，日本のインター
ンシップには実習先企業と入職先企業間の非接続性という特徴はあるものの，そのようななか
でもインターンシップ経験の中で積極的に組織文化に関する理解を深めるような情報探索行動
を行うことは，入職後の情緒的コミットメントに対してはポジティブな影響を及ぼすことが示
された。そして，これにはインターンシップの経験として「就業体験」がそこに含まれているこ
とが重要であることも明らかになった。また，インターンシップは職業観に対して直接的に作用
するだけでなく，職業能力（知識，技術，段取りなどの仕事能力）やその他の要因を経由して作
用する関係にもあることが示唆された。 
 次に，インターンシップ経験の有無による新入社員の比較についてである。結果についてみる
と，インターンシップ期間が長期の場合には入社後の正社員の職務や自分の専門分野と関連し
た内容を経験しており，それらの経験は現在の職務行動，適応指標に寄与していることが明らか



になった。加えて，短期，長期のインターンシップ経験それ自体が職場での初期適応にポジティ
ブな影響を及ぼしていることが併せて示された。これらは，追跡調査に基づく知見を強固なもの
とする結果であった。 
 最後に，ヒアリング調査に基づく結果についてである。ここでは，上の 2つの視点を支持する
結果が見られたと同時に，文系理系による違い，正課外活動の影響についての言及がなされてい
た。文系理系による影響については追跡調査において，理系であることの影響が一部みられてい
た。これは大学での学修内容が，入職後の職務とゆるやかに接続していることの表れであった。
本研究では，大学での学修内容と職務間の接続性については考慮しておらず，新たな研究の視点
が得られたことになる。 
 総じて大学でのインターンシップ経験は，プロアクティブ行動という点において，入職後の初
期適応に対して少なからずポジティブな影響をもたらすものであることが示された。このこと
は，有益なインターンシッププログラムの構築に示唆を与えるものであった。また，これらの結
果は，インターンシップ研究を職業生活への参入後という観点から一歩進めたものとなった。 
本研究の課題として残されたのは，職務との接続性に関する検討である。三省合意の改正によ
って，インターンシップの定義等が明確化されたが，職務との接続性に関する議論についてはま
だ十分になされているとは言い難い。この点は職業教育とも大きく関わる部分であり，学校から
職業への移行について，インターンシップの観点から考えていく上では重要な視点でもある。今
後はこの点について検討を重ねていく予定である。 
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